
宝くじの助成金でＡＥＤやパソコン等 
公民館備品を整備しました 

 

 横田第五町会は、町会内の更なる住民相互の絆を深めるために、（公財）長野県市町村振興協会の 

平成２７年度地域活動助成事業(一般コミュニティ助成事業)を活用して、ＡＥＤやパソコン等 

公民館備品の整備を行いました。 

 

■事業内容     公民館備品整備事業（ＡＥＤ、パソコン、カラオケ及びプロジェクター等）の購入 

■事業費総額   １,８７５,５２８円（うち、助成金額１,８００,０００円） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

（公財）長野県市町村振興協会は、宝くじ社会貢献広報事業として地域コミュニティ活動の充実強化を図るこ

とにより、地域社会の健全な発展と住民福祉の向上に寄与するため、集会施設やコミュニティ活動に必要な

備品の整備や地域の防災活動に必要な設備の整備に対して助成を行っています。 

AED ２台 

カラオケセット，スピーカー 

パソコン ５台，プロジェクター，プロジェクター台 


